
掛川市区長会連合会・地区まちづくり協議会連合会向け 11月話題提供資料 

令和７年 11月６日 掛川市副市長 

１ 令和７年度 掛川市地域防災訓練について                       

・今年度の地域防災訓練は、掛川市防災訓練三カ年計画に基づき、「自主防災会を中心とした広域避

難所の運営」を目標に掲げ、広域避難所の運営訓練や地域の防災訓練を重点的に実施します。 

・訓練では、避難所の立ち上げから避難者の受け入れ、運営体制の構築までを実践的に行い、８月の

総合防災訓練で見つかった課題を早期に改善するとともに、大規模災害時に避難者を収容する広域

避難所の運営能力を迅速に向上させることを目指します。地区、自主防災会及び市民の皆様のご理

解とご協力をお願いいたします。 

【主な訓練内容】 

①広域避難所運営訓練 

(ｱ) 広域避難所の立ち上げ 

・グラウンドへの参集・区ごと振り分け、建物の安全確認・応急危険度判定、避難所開設の準

備（ベッド、パーテーション、受付、必要書類等）、情報伝達訓練 など 

(ｲ) 広域避難所の運営 

・避難者の受け入れ及び誘導、各班ごと運営マニュアル・アクションカードを使用した避難所

運営の実施 など 

②《自助》各家庭での実施項目 

・各家庭の防災対策（備蓄品等）の確認、防災ガイドブックの「家庭の避難計画」の見直しなど 

③《共助》自主防災会の訓練 

・各自主防災会で計画した訓練を実施 

２ 令和６年度 決算報告について                            

・市議会８月定例会において、令和６年度一般会計、特別会計、企業会計の決算が認定されました。

令和６年度は、主に「海岸防災林強化事業（防潮堤整備）」「子ども医療費助成事業」「22世紀の丘

公園たまりーな屋内遊び場（mirocco）等整備事業」「同報無線設備更新事業」などを実施し、一般

会計の歳入と歳出の差額は約 15億７千万円となりました。 

・法律に基づく４つの健全化判断比率と公営企業の資金不足比率を算出したところ、いずれの数値も

基準を下回っています。市の財政は健全であると言えますが、今後、新廃棄物処理施設整備など大

規模事業が控えていますので、引き続き財政の健全化に努めてまいります。 

【一般会計の決算額】 

会計/区分 歳入 歳出 差引 

一般会計 579億 9,781万円 564億 2,575万円 15億 7,206万円 

３ 11月補正予算（案）の主要事業について（※11月議会に議案提出）           

・補聴器購入費助成事業費（補正額：280万円増） 

補聴器の利用を促すことで家庭内での孤立防止や外出促進に繋げ、認知症予防を図る高齢者等補

聴器購入費助成事業について、申請が当初の見込みを上回るため増額します。 

・小・中学校施設管理費（補正額：3,377万５千円増） 

令和８年度学級編成見込みにおける学級増などに対応するため、補修工事費を増額します。 

４ その他                                      

（１）市長定例記者会見の内容について ～市ホームページにてご確認いただけます～ 
右のＱＲコードから「市長定例記者会見」の内容をご確認いただけます。 

（２）風水害・地震・津波対策寄附金状況 ～ご協力ありがとうございます～ 

157件 55,545,505円（11月４日現在まで）※前月まで 53,545,505円 

（３）松ヶ岡プロジェクト寄附金状況 ～ご協力ありがとうございます～ 
571件 69,141,177円（10月 31日現在まで）※前月まで 69,136,194円 

（４）ゼロ・ウェイストに向けて、ごみ減量進行中 ～ごみ分別へのご協力ありがとうございます～ 
令和７年９月のごみ搬入量 1,843トン ※前年同月比 0.3％増（６トン増） 

右上のＱＲコードからごみ減量の傾向についてご確認いただけます。 
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